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表紙写真：市民総合体育大会（バレーボール男子）
10月11日、市民総合体育大会が開催さ
れ、市民体育館ではバレーボール男子の
試合が行われました。勝利を目指し、懸
命にボールをつなぐ選手の皆さん。こん
身のスパイクが決まると、気合の入った
選手の掛け声が会場に響き渡りました。

気
迫
の
プ
レ
ー
で

　
　
　
勝
利
を
つ
か
め
！

 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは12ページへ

主な内容
P2−5	 大接戦！ 第11回 市民総合体育大会
P6	 田島弥平旧宅 秋の特別公開と菊花展
P7	 グローバル教育フェスタ2015
P10−11	 TOPICS 消防本部が本格始動
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熱戦の様子を
　　　写真で紹介

フォトギャラリー
　10月４日・11日、市陸上競技場などを会場に市民総合体育大会

（以下、市民総体）が開催され、12競技16種目で地区対抗戦が行わ
れました。日頃の練習の成果を発揮し、熱い戦いを繰り広げた選手
の皆さんの活躍の様子をお伝えします。

問い合わせ　スポーツ振興課（☎27－2747）

地区のプライドを懸けて真剣勝負！大接戦！
市民総合体育大会第

11
回
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大接戦！ 第11回 市民総合体育大会

選手宣誓・陸上（中学生男子1500m）
小

こ

暮
ぐれ

 輝
ひかる

君（境地区）

大
おお

崎
さき

 桂
けい

子
こ

さん（赤堀地区）

「選手全員の士気が高まり、大会が盛り上が
るような選手宣誓ができたと思います。普段
参加している大会とは雰囲気が少し違って、市
民総体は地域の皆さんが交流しながら競技を
楽しんでるように感じました。出場した陸上
1500mでは２着で悔しい思いをしたので、これ
からも競技を続け、まずは１月に行われる都道
府県駅伝に群馬県代表として出場したいです。
箱根駅伝やニューイヤー駅伝、そして2020年
のオリンピックで活躍できる選手を目指します」

「赤堀地区は、昨年とほぼ変わらないメンバーで出
場しました。ママさんたちのチームが主体となって、
若い子が２人入ってくれています。この若い力が
頑張ってくれて、２連覇できました。赤堀地区の
入っていたブロックは強豪ブロックだったみたい
で、どのチームも強くて大変でした。
　結婚して子どもを産んで、何かやりたいなと思 
って始めたのが、中学までやっていたバレーボー
ルです。このチームに入ってから長いですが、今
では娘と一緒に市民総体に出ています。この市民
総体が年に一度の家族の行事になっています。来
年の市民総体も親子で頑張りたいです」

木
き

田
だ

 光
みつ

亮
あき

さん（三郷地区）
「優勝できてうれしいです。陸上競技は高校までやって
いて、高校卒業後は競技から少し離れていました。市
民総体に出場したのをきっかけに、30歳で本格的に
競技に復帰しました。復帰を決めた理由の一つには

『子どもに父親のかっこいいところを見せたい』というの
もあります。今38歳ですが、年齢を重ねるにつれてけが
も増えてきました。今後もけがに負けずに競技を続け、
30歳のときに記録した自己ベストの10秒93に迫る記録
を出したいです」

剣道
斎
さい

藤
とう

 大
だい

輝
き

君（豊受地区）
「赤堀地区との決勝戦で、自分の対戦相手は前橋
育英高校で同じ剣道部に所属している仲間でし
た。お互いの攻め方、守り方などが分かってい
る状態で、どこを狙うか考えつつ戦うという
のは大変でしたが、チームの応援を受け、
胴での一本勝ちをすることができました。
チームのみんなと豊受剣和会で練習してきた
成果として、優勝という最高の結果が出せて、自
分では満足しています。とても充実した市民総体
になって、よかったです」

大 会 結 果
競技・種目別に順位を決
め、順位に応じて獲得し
た点数を合計し、総合順
位を決定しました。総合成績

競技・種目別成績

初優勝を果たした
境地区。開会式の
入場行進でも、会
場を盛り上げまし
た。

本紙に掲載した写真をご本人・ご家
族にプリントして差し上げています。
広報課（☎27−2711）まで、ご連絡
ください。

順位 地区

準優勝

３位

４位 赤堀
５位 三郷

陸上（男子）
優勝 境

準優勝 豊受
３位 赤堀

綱引き
優勝 名和

準優勝 境
３位 宮郷・豊受

ソフトテニス
優勝 宮郷

準優勝 南
３位 赤堀

陸上（女子）
優勝 三郷

準優勝 境
３位 茂呂

ゲートボール（男子）
優勝 赤堀

準優勝 豊受
３位 南

卓球
優勝 境

準優勝 三郷
３位 殖蓮

ソフトボール（男子）
優勝 東

準優勝 宮郷
３位 三郷・豊受

ゲートボール（女子）
優勝 境

準優勝 赤堀
３位 茂呂

弓道
優勝 赤堀

準優勝 三郷
３位 宮郷

ソフトボール（女子）
優勝 宮郷

準優勝 ー
３位 三郷・豊受

グラウンドゴルフ
優勝 境

準優勝 三郷
３位 豊受

柔道
優勝 境

準優勝 東
３位 殖蓮・名和

バレーボール（女子）
優勝 赤堀

準優勝 殖蓮
３位 茂呂・東

テニス
優勝 宮郷

準優勝 北
３位 名和

バレーボール（男子）
優勝 豊受

準優勝 殖蓮
３位 赤堀・東

剣道
優勝 豊受

準優勝 赤堀
３位 東

※同点の場合、１位になった種目の数で順位を決めています

市民アスリートにインタビュー

陸上（一般男子30歳以上100m）

▶
大
崎
さ
ん

順位 地区
６位 東
７位 茂呂
８位 名和
９位 殖蓮
10位 北
11位 南

頑張りました！

優勝

優勝（　　 ）赤堀地区の 
２連覇

第２位

第１位

バレーボール女子

合計得点
116.5点境
合計得点
116点豊受
合計得点
114点宮郷

優勝（　　 ）豊受地区の
11連覇
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情報ワイド

中学生海外語学研修の様子などを
パネルで紹介

人
気
の
牛
蒡 

甘
久
郎
の
フ
ェ
ア

　
市
内
農
家
と「
地
産
地
消
推
進

の
店
」登
録
飲
食
店
の
協
力
に
よ

り
、
各
店
が
伊
勢
崎
完
熟
牛
蒡
・ 

甘
久
郎
を
使
っ
た「
ご
ぼ
天
」な
ど

の
料
理
を
提
供
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
佐

波
伊
勢
崎
の
農
産
物
直
売
所
か
ら

か
～
ぜ（
田
中
町
）・
か
ら
か
～
ぜ 

ま
ゆ
の
郷（
境
百
々
）、
農
畜
産
物

直
売
所
あ
ず
ま
店（
東
町
）で
は
、

甘
久
郎
を
販
売
し
ま
す
。

※
売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す

期
間　
11
月
７
日（
土
）か
ら
23
日

（
祝
）ま
で

問
い
合
わ
せ　
農
政
課（
☎

（27）
２ 

７
５
７
）

ま
ち
を
華
や
か
に
演
出
す
る

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
伊
勢
崎
の
四
季
・
ま
ち
な
か
賑

わ
い
創
出
事
業
の
第
三
弾
と
し
て
、 

冬
の
賑
わ
い「
ま
ち
な
か
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」を
開
催
し
ま
す
。

冬
の
伊
勢
崎
駅
前
を
華
や
か
に
彩

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間　
11
月
16
日（
月
）か
ら
平
成

住
宅
防
火

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物

か
ら
離
れ
た
場
所
で
使
用
す
る

　
消
防
車
や
救
急
車
は
、
通
話
が

終
わ
ら
な
く
て
も
、
通
報
の
内
容

と
場
所
が
分
か
っ
た
時
点
で
出
動

し
ま
す
。
消
防
か
ら
の
質
問
に
は

「
慌
て
ず
・
は
っ
き
り
・
正
確
に
」

応
え
て
く
だ
さ
い
。

【
通
報
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
】

●「
火
災
で
す
」「
救
急
で
す
」

　
火
災
か
、
救
急
か
、
は
っ
き
り

学
習
成
果
を
発
表

期
日　
11
月
21
日（
土
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午
・
午
後

１
時
～
３
時
の
２
回

会
場　
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

※
車
で
来
場
の
際
は
、
ベ
イ
シ
ア

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
伊
勢
崎
駅

前
店
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
90
分
ま
で
無
料
で
す

内
容　
「
ア
メ
リ
カ
文
化
と
ス
プ

リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
」と
題
し
た

特
別
公
開
と
イ
ベ
ン
ト

期
日　
11
月
８
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
田
島
弥
平
旧
宅

入
場
料　
無
料

　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
　

【
機
織
り
体
験
】

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

対
象　
小
学
３
年
生
以
上
の
人

定
員　
50
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
０
０
円（
制
作
品
の

送
料
）

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

　
12
月
１
日（
火
）か
ら
、
伊
勢
崎

駅
北
口
の
バ
ス
停
を
南
口
駅
前
広

場
に
移
設
し
、
利
用
を
開
始
し
ま

す
。

　
ま
た
こ
れ
ま
で
の
要
望
や
利
用

状
況
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
路
線
や
時
刻
表
を
一

部
変
更
し
ま
す
。
今
後
、
変
更
準

講
義
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
報
告
・
発
表
、
中
学

生
海
外
語
学
研
修
で
の
体
験
発
表
、

本
市
の
英
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

に
よ
る
簡
単
な
英
会
話
レ
ッ
ス
ン

な
ど

入
場
料　
無
料

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
つ
い
て
の

パ
ネ
ル
・
資
料
を
展
示

　
中
学
生
海
外
語
学
研
修
の
写
真

パ
ネ
ル
や
、
米
国
ミ
ズ
ー
リ
州
立

大
学
と
の
協
定
締
結
資
料
な
ど
、

本
市
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
展
示
し
ま

す
。

期
間　
11
月
19
日（
木
）か
ら
26
日

（
木
）ま
で

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
26
日（
木
）は
午
後
３
時
ま
で

会
場　
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

入
場
料　
無
料

【
島
村
め
ぐ
り
】

　
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
周
辺
の

養
蚕
農
家
群
を
歩
き
ま
す
。
所
要

時
間
は
約
１
時
間
で
す
。

時
間　
午
前
10
時
・
午
後
１
時
・

２
時
30
分
の
３
回

定
員　
各
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

田
島
弥
平
旧
宅
で
菊
花
展
を
開
催

期
間　
11
月
１
日（
日
）か
ら
18
日

（
水
）ま
で

備
の
た
め
バ
ス
停
に
新
旧
の
時
刻

表
を
掲
示
し
ま
す
。
時
刻
表
を
確

認
の
上
、
乗
車
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
路
線
図
・
時
刻
表
は
各

世
帯
に
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
交
通
政
策
課（
☎

（27）
２
７
３
４
）

海
外
語
学
研
修
の
成
果
な
ど
を
披
露

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

田
島
弥
平
旧
宅 

秋
の
特
別
公
開
と
菊
花
展

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
あ
お
ぞ
ら
」の

運
行
内
容
を
一
部
変
更
し
ま
す

　
市
教
育
委
員
会
で
は「
魅
力
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」と
し
て
、
世
界
に

羽
ば
た
く
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

た
生
徒
・
学
生
な
ど
が
発
表
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課（
☎

（27）
２
７
９
０
）

　
通
常
は
非
公
開
と
な
っ
て
い
る
、
世
界
遺
産
・
田
島
弥
平
旧
宅
の
主お

も

屋や

１
階
上じ

ょ
う

段だ
ん

の
間
と
桑く

わ

場ば

１
階
を
公
開
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
文
化
財
保
護
課（
☎

（75）
６
６
７
２
）

28
年
１
月
11
日（
祝
）ま
で

※
11
月
16
日（
月
）午
後
４
時
30
分

か
ら
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯

式
を
行
い
ま
す

時
間　
午
後
５
時
～
９
時

会
場　
伊
勢
崎
駅
南
口
芝
生
広
場

※
車
で
来
場
の
際
は
、
ベ
イ
シ
ア

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
伊
勢
崎
駅

前
店
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
90
分
ま
で
無
料
で
す

入
場
料　
無
料

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

●
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
な
ど

に
防
炎
品
を
使
用
す
る

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
住
所
や
目
標
物
を
伝
え
る

　
消
防
車
・
救
急
車
が
向
か
う
場

所
の
住
所
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

外
出
先
な
ど
で
住
所
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
学
校
や
信
号
機
な
ど

近
く
の
目
標
物
を
伝
え
る
か
、
土

地
勘
の
あ
る
人
に
電
話
を
代
わ
っ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

今
後
の
開
催
予
定

●
春
の
賑
わ
い「
ま
ち
な
か
華
フ 

ェ
ス
タ（
オ
ー
プ
ン
１
周
年
記
念
）」 

（
平
成
28
年
２
月
下
旬
か
ら
３
月

下
旬
）

　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　
都
市
開
発
課（
☎

（21）
７
４
９
０
）・
伊
勢
崎
駅
前
イ 

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
☎ 

（61）
８
０
０
８
）

●
火
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
を
設
置
す
る

●
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

　
消
防
法
や
市
火
災
予
防
条
例
に

よ
り
、
住
宅
の
寝
室
な
ど
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
設
置
し
て
い
な
い
場
合
は
必
ず

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
既
に
設
置

し
て
い
る
場
合
で
も
、
小
ま
め
に

点
検
す
る
な
ど
適
切
な
維
持
管
理

を
し
ま
し
ょ
う
。

●
火
災
の
場
合
は

　
安
全
な
所
か
ら
通
報
し
、
何
が

燃
え
て
い
る
か
な
ど
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

●
救
急
の
場
合
は

　
誰
が
、
ど
う
し
た
の
か（
け
が

か
病
気
か
）に
加
え
、
そ
の
人
の

年
齢
、
性
別
、
持
病
、
か
か
り
つ

け
病
院
な
ど
を
聞
き
ま
す
。
分
か

る
範
囲
で
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
　

　
消
防
車
や
救
急
車
は
緊
急
車
両

で
す
。
出
動
時
は
必
ず
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
て
現
場
へ
向
か
い
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
11
月
９
日（
月
）か
ら
15
日（
日
）ま
で
は
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の

実
施
期
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、

尊
い
命
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
予
防
課（
☎

（25）
３
３
１
１
）

　
火
災
・
救
急
な
ど
で
消
防
車
や
救
急
車
が
必
要
な
と
き
に

は
、
た
め
ら
わ
ず
に「
１
１
９
番
」に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
通
信
指
令
課（
☎

（25）
３
５
１
０
）

「
無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ
」

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

伊
勢
崎
完
熟
牛ご

蒡ぼ
う

・
甘か

ん

久く

郎ろ
う「

ご
ぼ
天
」フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

冬
の
賑に

ぎ

わ
い 

ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

地産地消推進の店 伊勢崎ごぼ天フェア協力店一覧
【ごぼ天提供店】
そば蔵 総本舗･･･････････････････（寿町102／☎24−0088）
そば蔵 東上之宮店･･････（東上之宮町410−2／☎24−4626）
そば蔵 赤堀店････････（市場町一丁目201−1／☎63−1595）
レストランKei･･･････････（連取町3096−1／☎23−5151）
竹林酒菜 座忘････････（今泉町一丁目28−2／☎26−3603）
市役所前 角屋･･････（今泉町二丁目418−13／☎25−0545）
忍者そば 五エ門･････（今泉町二丁目437−4／☎23−5988）
ただいま･･････････････････（堤下町118−2／☎23−7716）
円座 伊勢崎店････････････（宮子町3414−2／☎40−7711）
こむぎ････････････（香林町二丁目874−1／☎62−5690）
うどん処 柏屋･････････････（下触町867−9／☎75−2200）
創作料理 すわ･････（田部井町一丁目858−1／☎63−6526）
あさみうどん･･･････････････････（境栄780／☎74−2445）
わらじや････････････････（境下武士114−9／☎74−3924）
友鶴食堂･･････････････（境下武士2562−1／☎74−1377）
かどや････････････････････（境保泉288−2／☎74−3872）
【フェア協力店】
けやき････････････････（波志江町4344−35／☎24−7532）
luce café･･････････････（上諏訪町2111−1／☎61−6710）
欧風料理レストラン JIN･･････（八幡町74−1／☎26−7342）
割烹居酒屋 藤っ子･････････････（本町１−19／☎22−2661）
我楽はなれ かぐら･･･････････（本町12−24／☎24−4141）
Café suave････････（茂呂町二丁目2890−1／☎40−5226）
居酒屋 かぞく･･････････（境伊与久2805−3／☎76−1547）

119番



広報いせさき　No.2619 2015年（平成27年）11月1日号 8

事来出のちま

繭クラフトの完成に笑顔

木島織物所で銘仙について学びました
普段は入ることができない旧群馬県
蚕業取締所境支所を見学個性を大切にしてほしいと訴える住田裕子さん

パワーフラッグキッズを務めた
FC殖蓮少年団と佐波東SSSの子どもたち

　10月４日、いせさき市民のもり公園で「市民緑花フェア」「環境フェスティバ
ル」「健康まつり」の三つのイベントが同時開催されました。緑の少年団の緑化・
環境宣言により開幕した三つのイベントは、多彩なステージ発表や花緑体験教室、
企業や環境団体による環境PRブース、健康チェックや体力測定のコーナーなど、 
緑化、環境、健康をテーマに楽しい催しが盛り
だくさん。秋晴れの下、会場は大人から子ども
まで多くの人でにぎわいました。

　10月４日、波志江沼環境ふれあい公園で「ミスひまわり写真撮影会」が行われ
ました。第30代ミスひまわりの３人にとっては、初めての撮影会。午前は色鮮
やかな伊勢崎銘仙の着物姿で、午後は洋服姿で撮影会が行われました。大勢のカ
メラマンに囲まれて、始めは少し緊張気味の３人でしたが、カメラマンのリクエ
ストに応えながらポーズを取り、明るい笑顔を見せてくれました。

市民緑花フェア・環境フェスティバル・健康まつり
緑化 環境 健康をテーマにイベントを楽しみました

旧境町の景観まちあるき 境地区の歴史の路地裏めぐり
いにしえの商都 境地区の歴史にふれました

ミスひまわり写真撮影会
笑顔満開の撮影会となりました

ザスパクサツ群馬 伊勢崎市民デー
接戦に熱い声援

男女共同参画講演会
暮らしやすい社会のために

　10月９日、弁護士の住
すみ

田
た

裕
ひろ

子
こ

さんを講師に招いて、
「男女共同参画講演会」が文化会館で開催されました。住
田さんは自身の経験や本市の市民意識調査の結果などを
交えながら、これから求められる社会の在り方について
講演しました。分かりやすい住田さんの講演に、訪れた
人たちは熱心に耳を傾けていました。

　10月３日、「境地区の歴史の路地裏めぐり」が行われました。旧境町はかつて、日光例幣
使道の宿場として、また六

ろく

斎
さい

市
いち

と呼ばれる繭や生糸の取引（糸
いと

市
いち

）などで栄えた歴史があり
ます。参加者は境絹の館や諏訪神社（境萩原）、旧群馬県蚕

さん

業
ぎょう

取締所境支所などを景観サポ
ーターの解説を聞きながら巡りました。木島織物所（境萩原）では、店主の木島勝恵さんが
伊勢崎銘仙の反物のほか、銘仙を使って制作したシャツやバッグなどを紹介。まち歩きの
後は境公民館で繭クラフトの制作も行い、充実したまち歩きになりました。

佐
さ

藤
とう

みなみさん

たくさんのカメラマンが
参加しました

新
あら

井
い

夏
なつ

美
み

さん 片
かた

貝
かい

茉
ま

由
ゆ

さん

　10月４日、正田醤油スタジアム群馬（前橋市）で行わ
れたザスパクサツ群馬のホームゲームに市民の皆さんが
招待されました。京都サンガF.C.を迎えた試合は１対１
で引き分け。試合を観戦した皆さんは白熱した接戦を楽
しみました。会場では、ザスパクサツ群馬のグッズや市
オリジナルグッズが当たる抽選会が行われました。

子どもたちの元気な和太鼓演奏

ハンギングバスケット教室
（市民緑花フェア）

血管年齢チェック（健康まつり）

新聞紙でエコバッグ作り体験
（環境フェスティバル）

会場の様子を
動画で公開中
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高機能消防指令センター

市民の安心と安全を
守ります

45年の役目を終えた
旧消防本部庁舎

市民病院

南分署

現場
境消防署

消防本部
伊勢崎消防署

消防救急デジタル
無線

近くに居合わせた人が119番通
報する。

消防本部で119番通報を受電。
直近の南分署の救急車は出動中。

守れ！ 21万市民の生命と財産

消防本部が本格始動
　平成25年度から２年にわたり建て替え工事を進めてき
た消防本部庁舎が10月に完成し、本格的に運用が始まり
ました。新たな機能と設備を備え、生まれ変わった消防本
部庁舎を紹介します。

問い合わせ　消防本部総務課（☎25−3511）

こ
れ
を
機
に
平
成
25
年
、
26
年
の

２
年
計
画
に
よ
る
新
庁
舎
建
設
が

始
ま
り
ま
し
た
。

下
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
）」と「
消 

防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
」に
よ
り
、

よ
り
迅
速
な
消
防
・
救
急
・
救
助

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
消
防

本
部
は
、
高
い
技
術
と
強
い
使
命

感
の
下
、
本
市
の
防
災
拠
点
と
し

て
、
24
時
間
３
６
５
日
、
休
む
こ

と
な
く
市
民
の
皆
さ
ん
を
見
守
り

続
け
ま
す
。

　
新
し
い
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
災
害

の
発
生
な
ど
で
１
１
９
番
通
報
が

急
増
す
る
と
き
に
は
、
指
令
台
の

構
成
を
変
更
し
指
令
員
を
増
員
す

る
な
ど
、
柔
軟
な
通
報
処
理
に
当

た
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
場
活
動
支
援
の
強
化

　
消
防
や
救
急
の
各
車
両
に
搭
載

さ
れ
た「
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無

線
」は
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
と

災
害
現
場
を
結
び
、
円
滑
な
現
場

活
動
の
支
援
を
可
能
に
し
ま
す
。

映
像
・
音
声
・
デ
ー
タ
な
ど
の
情

報
を
共
有
し
、
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
で
そ
れ
ら
の
情
報
を
分
析
・
検

討
し
て
的
確
な
現
場
支
援
を
行
い

ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
の
１
１
９
番

通
報
に
対
応
す
る
た
め
、
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
で
の
通
報
の
受
け
付

け
が
で
き
ま
す
。
ま
た
外
国
人
住

民
の
た
め
、
５
カ
国
語
で
の
受
け

付
け
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
も
整
備

し
ま
し
た
。

　
旧
消
防
本
部
庁
舎
は
、
昭
和
45

年
に
建
設
さ
れ
、
平
成
26
年
ま
で

本
市
の
防
災
拠
点
と
し
て
地
域
住

民
の
安
心
と
安
全
を
守
り
続
け
て

き
ま
し
た
。
45
年
と
い
う
長
い
歳

月
と
と
も
に
、
老
朽
化
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

で
は
、
消
防
本
部
庁
舎
も
亀
裂
が

入
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
新
消
防
本
部
庁
舎
は
、

震
度
６
強
の
地
震
に
も
耐
え
る
高

い
耐
震
性
を
備
え
て
い
ま
す
。
あ

ら
ゆ
る
災
害
か
ら
、
地
域
住
民
の

安
心
と
安
全
を
守
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
新
た
に
導
入
さ
れ
た

「
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー（
以

現
場
到
着
時
間
の
短
縮

　
災
害
発
生
時
に
、
発
生
地
点
の

素
早
い
特
定
や
音
声
合
成
装
置
に

よ
る
予
告
指
令
な
ど
で
初
動
の
迅

速
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。「
出
動

車
両
運
用
管
理
装
置
」（
上
記
参
照
）

に
よ
る
最
適
な
出
動
隊
の
自
動
編

成
や
、
職
員
に
指
令
情
報
を
瞬
時

に
伝
達
す
る
機
能
の
強
化
な
ど
、

現
場
到
着
ま
で
の
時
間
の
短
縮
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　
消
防
や
救
急
の
各
車
両
に
は「
車 

両
運
用
端
末
装
置
」が
搭
載
さ
れ
、

災
害
現
場
ま
で
の
最
短
ル
ー
ト
や
、

水
利
な
ど
の
情
報
が
瞬
時
に
表
示

さ
れ
ま
す
。

大
規
模
災
害
へ
の
対
応

　
近
年
、
本
市
で
も
台
風
に
よ
る

集
中
豪
雨
や
突
風
、
大
雪
な
ど
と

い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
規
模
の
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

出動車両運用管理装置による現場到着時間短縮のイメージ
　これまでは、各消防署・各分
署単位で出動する地域（行政区）
が決まっていました。消防本部
で119番通報を受電すると、管
轄する地域の消防署（分署）に出
動の指令を出していました。
　出動車両運用管理装置では、
約50台の消防・救急車両にGPS
（測位衛星）情報端末を搭載し、
現場に最も近い車両に出動の指
令を出すことができます。

除ケ町○○番地で急病人発生！

消
防
本
部
庁
舎
建
て
替
え
の
経
緯

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
で
き
る
防
災
拠
点
に

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
と
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル

無
線
の
活
用
で
期
待
さ
れ
る
効
果

例えば…

TOPICS

これまでは 現在は…

南分署の次に
近い伊勢崎消
防署の救急車
が出動。

出動車両運用管理装置により、現場から直近の
救急車を検索。境消防署の救急車が市民病院に
事故負傷者を搬送し境消防署に戻る途中現場付
近を移動していたので、出動を指令する。
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情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所
開庁時間　午前8時30分～午後5時15分

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

……………
…………………
………………

……………………

■災害情報案内（24時間）
■救急病院等案内（24時間）

広報いせさき　No.26113

情報掲示板

　気象、避難勧告・指示などの防災情報や地域の防犯情報
などを、いせさき情報メールとして配信しています。災害
時には、防災無線や広報車などの緊急放送が聞き取れない
こともあります。いざというときに確実に情報を得られる
よう、いせさき情報メールに登録をしておきましょう。
　　　　　　携帯電話で次のメールアドレスに
　空メールを送信してください。
　　 t-isesaki@sg-m.jp
　　　　　　安心安全課（☎27－2706）

メール

登録の方法

　  
問い合わせ

通知カード返戻専用コールセンターを設置
　マイナンバー制度の通知カードが届かない、不在票が入って
いたけれど郵便局に受け取りに行けなかったなどの問い合わせ
は、下記コールセンターへ。

専用電話　27－8806
設置期間　11月10日（火）以降の平日
　　時間　午前８時30分～午後５時15分
問い合わせ　市民課（☎27－2727）

　消防本部では、火災の発生などを消防
団員や地域の皆さんに知らせるためのサ
イレンの吹鳴を、機器の入れ替えのため
一時中止していました。機器の入れ替え
工事が完了しましたので、11月15日（日）
から災害発生時や試験時（毎月１日正午）
のサイレンの吹鳴を再開します。
問い合わせ　
　消防本部総務課（☎25−3511）

　
本
市
の
建
設
コ
ン
サ
ル
の
競
争

入
札
お
よ
び
見
積
も
り
合
わ
せ
に

参
加
を
希
望
す
る
業
者
は
、
登
録

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

本
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

申
請
期
間　
11
月
24
日（
火
）か
ら

12
月
11
日（
金
）ま
で

申
請
方
法　
ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共 

同
シ
ス
テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト（

 
https://portal.g-cals.e-gun 
m

a.lg.jp/portal/

）か
ら
申
請
し 

て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共

同
シ
ス
テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

　
特
別
障
害
者
手
当
ま
た
は
障
害

児
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

に
、
月
額
３
千
円
分
ま
で
の
紙
お

む
つ
を
給
付
し
ま
す
。

※
高
齢
者
の
お
む
つ
給
付
事
業
ま

た
は
日
常
生
活
用
具
で
お
む
つ
の

給
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
受
給

で
き
ま
せ
ん

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

子
育
て
支
援
課（
☎
（27）
２
７
９
８
）

　
児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ

た
11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
育
つ
よ
う
に
と
い
う
願
い
の

下
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
児
童

虐
待
防
止
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

期
間　
11
月
２
日（
月
）か
ら
13
日

（
金
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

※
13
日（
金
）は
正
午
ま
で

会
場　
市
役
所
東
館
１
階
市
民
ホ

ー
ル

内
容　
パ
ネ
ル
展
示
、
啓
発
グ
ッ

ズ
の
配
布
な
ど

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

　
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
、
児
童
虐

待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

児
童
虐
待
の
現
状
を
広
く
知
ら
せ
、

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
な
ど
を
支
給
し
て
い
ま
す

障
害
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
３
）

　
自
宅
で
生
活
を
送
る
重
度
障
害

者（
児
）を
支
援
す
る
た
め
、
次
の

手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
該
当

す
る
人
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
支
給
に
は
障
害
の

程
度
や
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】

対
象　
自
宅
で
生
活
し
、
障
害
が

著
し
く
重
度
の
状
態
に
あ
り
、
日

常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
20
歳
以
上
の
人

※
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
人
や
病
院
に
３
カ
月
を
超
え
て

入
院
し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す

支
給
月
額　
２
万
６
６
２
０
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

対
象　
自
宅
で
生
活
し
、
日
常
生

活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
20

歳
未
満
の
人

※
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
給
付

を
受
け
て
い
る
人
や
、
社
会
福
祉

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
除
き

ま
す

支
給
月
額　
１
万
４
４
８
０
円

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
併
せ
て

受
給
で
き
ま
す

児
童
虐
待
を
防
止
し
、
子
ど
も
た

ち
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
、
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
に
雇
用
調
整
助
成
金
を

交
付
し
ま
す

商
工
労
働
課（
☎
（27）
２
７
５
５
）

　
労
働
者
の
雇
用
の
維
持
を
支
援

す
る
た
め
、
国
の
雇
用
調
整
助
成

金
の
支
給
を
受
け
て
、
労
使
間
協

定
に
基
づ
い
て
労
働
者
を
休
業
さ

せ
て
い
る
中
小
企
業
の
事
業
主
に
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
短
時
間
休
業
は
除
き
ま
す

補
助
期
間　
４
月
１
日
か
ら
の
休

業
を
対
象
と
し
、
６
カ
月
ま
で

補
助
額　
休
業
期
間
に
お
け
る
休

業
手
当
に
要
す
る
経
費
か
ら
国
の

支
給
決
定
額
を
除
い
た
額
の
５
分

の
２

※
補
助
限
度
額
は
50
万
円
で
す

※
交
付
は
１
事
業
所
当
た
り
１
年

度
に
１
回
だ
け
で
す

申
し
込
み　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
商
工
労
働
課

へ※
申
請
書
は
商
工
労
働
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
（27）
２
７
８
５
）

期
日　
11
月
16
日（
月
）

時
間　
午
後
２
時
開
始

会
場　
市
役
所
本
館
５
階
職
員
研

修
室

定
員　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
当
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
１
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る「
申
請
の
し
お
り
」を
確

認
し
て
く
だ
さ
い

都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
課（
☎
（27）
２
７
６
６
）

　
伊
勢
崎
都
市
計
画
用
途
地
域
の

変
更
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
案
を

縦
覧
に
供
し
ま
す
。

【
縦
覧
】

●
伊
勢
崎
都
市
計
画
用
途
地
域
の

変
更

内
容　
昭
和
町
地
区
内
の
約
１
・ 

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
第
２
種
低
層
住

居
専
用
地
域
か
ら
第
１
種
住
居
地

域
に
変
更

期
間　
11
月
９
日（
月
）か
ら
24
日

（
火
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

会
場　
都
市
計
画
課

【
意
見
書
の
提
出
】

　
こ
の
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る

人
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
意
見
書
は
会
場
に

備
え
付
け
の
物
、
ま
た
は
必
要
事

項（
氏
名
・
住
所
・
利
害
関
係
・

意
見
の
要
旨
）を
記
入
し
た
物
を

直
接
ま
た
は
郵
送
で
市
長
宛
て
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

宛
先　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
都
市
計
画

課締
切
日　
11
月
24
日（
火
）必
着

11
月
30
日
は
年
金
の
日

年
金
医
療
課（
☎
（27）
２
７
４
１
）

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
一
人

一
人
が
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活

設
計
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
も
ら
う

日
と
し
て
、
11
月
30
日（
い
い
み

ら
い
）を
年
金
の
日
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
ね
ん
き
ん
定
期
便

や
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
、
自
分
の

年
金
記
録
や
年
金
受
給
見
込
額
を

確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
な
い
場

合
は
、
年
金
医
療
課
で
申
請
す
る

と
、
年
金
加
入
記
録
や
保
険
料
納

付
記
録
な
ど
を
書
面
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
年
金
医
療
課
ま
た

は
前
橋
年
金
事
務
所（
☎
０
２
７

ー
２
３
１
ー
１
７
０
６
）

相
談

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間人

権
課（
☎
（27）
２
７
３
０
）

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
の

人
権
課
題
に
人
権
擁
護
委
員
と
法

務
局
職
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

期
間　
11
月
16
日（
月
）か
ら
22
日

（
日
）ま
で

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時※
21
日（
土
）・
22
日（
日
）は
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

相
談
専
用
電
話　
０
５
７
０
ー
０ 

７
０
ー
８
１
０

問
い
合
わ
せ　
前
橋
地
方
法
務
局 

（
☎
０
２
７
ー
２
２
１
ー
４
４
６ 

６
）

　地方教育行政の組織及び運営に関する法
律が改正され、「総合教育会議」が設置され
ました。総合教育会議では、市長と教育委
員会の連携強化を図り、教育行政について
協議・調整を行います。
　以下のとおり、総合教育会議を開催しま
す。会議は傍聴することができます。
期日　11月13日（金）
時間　午後２時開始
会場　市役所本館５階職員研修室
定員　７人（先着順）
申�し込み　当日午後１時30分から１時50

分までに直接会場へ
問い合わせ　企画調整課（☎27－2707）

お
知
ら
せ

平
成
28
・
29
年
度
入
札
参
加
資
格�

審
査
申
請（
建
設
コ
ン
サ
ル
）が

始
ま
り
ま
す

契
約
検
査
課（
☎
（27）
２
７
１
３
）

宝くじの助成で
会議所の備品などを整備

　市町村振興宝くじを財源とする「魅力ある
コミュニティ助成事業」を利用して、西久保
町二丁目区ではエアコンや防災倉庫など会議
所の備品や、太鼓・はんてんなど祭りの備品
を整備しました。地域交流のさらなる活性化
が期待されます。
問い合わせ　行政課（☎27－2702）

総合教育会議を開催

消防サイレンの吹
すい

鳴
めい

を再開

マイナンバー制度 11月から順次 カードを郵送

462

対象区域

粕
川

伊勢崎福島病院

絣の郷

四ツ葉学園
中等教育学校

（絣の郷敷地内）

位置図
N

消防サイレン
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期日　12月12日（土）
時間　午後２時～３時30分
会場　伊勢崎駅前インフォメーションセンター
　�※車で来場の際は、ベイシアスーパーマーケット

伊勢崎駅前店の駐車場を利用してください。90分
まで無料です
対象　市内に在住または在勤・在学の人
定員　30人（先着順）
演�題　伊勢崎古代史散歩　−百科全書『延

えん

喜
ぎ

式
しき

』と
上

こうずけのくに

野国－
講�師　中村光

てる

一
かず

さん（上武大学ビジネス情報学部教
授）
入場料　無料
申�し込み　11月11日（水）午前９時から直接または電

話で伊勢崎駅前インフォメーションセンター（☎
61－8008）へ
問い合わせ　都市開発課（☎21－7490）

介
護
予
防
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
（27）
２
７
４
５
）

　
「
地
域
の
力 

わ
た
し
も 

あ
な
た

も 

支
え
合
い
」を
テ
ー
マ
に
、
楽

し
み
な
が
ら
介
護
予
防
に
取
り
組

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
11
月
29
日（
日
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
市
役
所
東
館
１
階
市
民
ホ

ー
ル
ほ
か

内
容　
体
操
、
介
護
予
防
体
験
コ

ー
ナ
ー
、
機
能
測
定
、
健
康
チ
ェ

ッ
ク
、
各
種
相
談
、
展
示
コ
ー
ナ

ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

参
加
料　
無
料

Ｍメ

ー

ド

ａ
ｄ
ｅ 

ｉイ

ンｎ 

い
せ
さ
き
製
品

展
示
会

企
業
誘
致
課（
☎
（27）
２
７
５
６
）

　
市
内
の
工
場
・
事
業
所
な
ど
で 

製
造
さ
れ
た 

「
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

ｉ
ｎ 

い
せ
さ
き
」製
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。
群
馬
県
の

マ
ス
コ
ッ
ト「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
」も

や
っ
て
き
ま
す
。

期
日　
11
月
14
日（
土
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30

分会
場　
ス
マ
ー
ク
伊
勢
崎（
西
小

保
方
町
）

入
場
料　
無
料

親
子
で
楽
し
む
ま
ち
歩
き
と

世
界
遺
産
・
田
島
弥
平
旧
宅

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り

企
画
調
整
課（
☎
（27）
２
７
０
７
）

期
日　
11
月
29
日（
日
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
田
島
弥
平

旧
宅
案
内
所
集
合

※
午
後
４
時
30
分
解
散
予
定

会
場　
境
島
小
学
校
ほ
か

対
象　
市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

定
員　
15
組
30
人（
先
着
順
）

内
容　
境
島
村
の
養
蚕
農
家
巡
り

と
田
島
弥
平
旧
宅
の
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
作
り

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
11
月
９
日（
月
）か
ら

電
話
で
い
せ
さ
き
街
並
み
研
究
会

事
務
局（
☎

（24）
１
０
１
８
）へ

消
費
者
行
政
講
座

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
（20）
７
３
０
０
）

期
日　
11
月
30
日（
月
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　
市
役
所
本
館
５
階
職
員
研

修
室

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　
50
人（
先
着
順
）

演
題　
新
し
く
な
っ
た
食
品
表
示

に
つ
い
て

講
師　
小こ

島じ
ま

遥は
る
か

さ
ん（
県
食
品
安

全
課
職
員
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

伊
勢
崎
市
民
音
楽
祭

文
化
観
光
課（
☎
（27）
２
７
５
８
）

期
日　
11
月
21
日（
土
）

時
間　
午
前
10
時
開
演

会
場　
境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
文
化
協
会
に
所
属
す
る
音

楽
部
門
の
17
団
体
が
、
合
唱
や
楽

器
の
演
奏
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ

ャ
ン
ル
の
音
楽
を
披
露
し
ま
す

入
場
料　
無
料

相
川
考
古
館 

秋
の
茶
会
と
演
武

文
化
財
保
護
課（
☎
（75）
６
６
７
２
）

期
日　
11
月
15
日（
日
）

内
容
・
時
間　

●
演
武
・
古
武
術
源み

な
も
と
り
ゅ
う流
＝
午
前
10

時
・
午
後
１
時

●
茶
会
・
茶
席
石せ

き

州し
ゅ
う

流り
ゅ
う

＝
午
前
10

時
30
分
～
午
後
３
時

会
場　
相
川
考
古
館（
三
光
町
）　

参
加
料　
１
２
０
０
円（
入
館
料
、

お
茶
代
な
ど
）

※
小
・
中
学
生
は
９
０
０
円

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
相
川
考
古
館（
☎

（25）
０
０
８
２
）

催
し

　
市し

内な
い

の
小し

ょ
う
　
が
っ
　
こ
う

学
校
に
通か

よ

う
外が

い

国こ
く

人じ
ん

児じ

童ど
う

や
国こ

く

際さ
い

姉し

妹ま
い

都と

市し

・
友ゆ

う

好こ
う

都と

市し

の
児じ

童ど
う

・
生せ

い

徒と

の
、
絵か

い

画が

作さ
く

品ひ
ん

を
展て

ん

示じ

し
ま
す
。

期き

間か
ん　

11
月が

つ

24
日に

ち（
火か

よ
う
び

）か
ら
27
日に

ち

（
金

き
ん
よ
う
び）ま
で

時じ

間か
ん　
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

30
分ぷ

ん

～
午ご

後ご

５

時じ

15
分ふ

ん

※
27
日に

ち（
金

き
ん
よ
う
び）は
午ご

後ご

２
時じ

ま
で

会か
い

場じ
ょ
う　
市し

役や
く

所し
ょ

東ひ
が
し

館か
ん

１
階か

い

市し

民み
ん

ホ

ー
ル

入に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
う　
無む

料り
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ

ｂ
ｊ
リ
ー
グ 

伊
勢
崎
シ
リ
ー
ズ

群
馬
ク
レ
イ
ン
サ
ン
ダ
ー
ズ
対

東
京
サ
ン
レ
ー
ヴ
ス

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

　

ｂ
ｊ
リ
ー
グ（
日
本
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）群
馬
ク

レ
イ
ン
サ
ン
ダ
ー
ズ
公
式
戦
に
、

優
待
価
格
で
市
民
の
皆
さ
ん
を
招

待
し
ま
す
。

期
日
・
時
間

●
11
月
21
日（
土
）午
後
６
時
開
始

●
11
月
22
日（
日
）午
後
２
時
開
始

会
場　
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
３
０
０
人（
両
日
の
合
計
）

入
場
料　

●
１
階
自
由
席
＝
大
人
２
０
０
０

円
、
子
ど
も
１
０
０
０
円

●
２
階
自
由
席
＝
大
人
１
０
０
０

円
、
子
ど
も
４
０
０
円

申
し
込
み　
11
月
19
日（
木
）午
後

６
時
ま
で
に
観
戦
希
望
者
全
員
の

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望

日
時
・
希
望
席
種
を
記
入
の
上
、

メ
ー
ル（　

info@
g-crane-thu 

nders.jp

）を
送
付
し
て
く
だ
さ
い

※
当
選
者
に
は
メ
ー
ル
を
返
信
し

ま
す

当
日
の
受
け
付
け
方
法　
受
付
で
、

返
信
さ
れ
た
当
選
メ
ー
ル
ま
た
は

本
人
確
認
が
で
き
る
物（
運
転
免

許
証
な
ど
）を
提
示
し
て
く
だ
さ

い問
い
合
わ
せ　
㈱
群
馬
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
☎

（26）
８
７
３
９
）

会
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

期
日　
12
月
20
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
開
会

会
場　
市
民
体
育
館

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
中
学
生
以
上
の
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
加
盟
ク

ラ
ブ
員

※
協
会
に
登
録
し
て
い
な
い
人
は

登
録
し
て
か
ら
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
登
録
料
は
１
０
０
０
円
で
す

種
目

●
男
女
ダ
ブ
ル
ス
Ａ（
競
技
経
験

３
年
以
上
の
ペ
ア
）

●
男
女
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ（
競
技
経
験

３
年
未
満
ま
た
は
２
人
の
年
齢
の

合
計
が
１
０
０
歳
以
上
の
ペ
ア
）

●
男
女
ダ
ブ
ル
ス
Ｃ（
初
心
者
ま 

た
は
２
人
の
年
齢
の
合
計
が
１
２ 

０
歳
以
上
の
ペ
ア
）

参
加
料　
１
組
２
０
０
０
円

申
し
込
み　
11
月
16
日（
月
）か
ら

12
月
４
日（
金
）ま
で
に
直
接
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
へ

ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

期
日　
11
月
20
日（
金
）

時
間　
午
後
６
時
開
場

会
場　
文
化
会
館

内
容　
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
映
像

上
映
の
ほ
か
、
ス
キ
ー
場
の
リ
フ

ト
券
や
ス
キ
ー
用
品
な
ど
が
当
た

る
抽
選
会
を
行
い
ま
す

入
場
料　
８
０
０
円

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

国こ
く

際さ
い

児じ

童ど
う

絵か
い

画が

展て
ん

国こ
く

際さ
い

課か（
☎
（27）
２
７
３
１
）

農業まつりを開催します
　生産者と消費者がふれあい、農業の大切さ
や地元の農産物などを知る良い機会です。楽
しいイベントも盛りだくさん。ぜひお越しく
ださい。
期日　11月23日（祝）
時間　午前９時30分～午後３時
会場　市民プラザ
内�容　下植木ネギやダイコンなどの農産物の

即売会・試食、無料配布コーナー、歌謡シ 
ョー、伊勢崎産の米「ミルキークイーン」の
試食・販売など

　�※「ミルキークイーン」は、JA佐波伊勢崎の 
農産物直売所からか～ぜ（田中町）・からか 
～ぜ まゆの郷（境百々）、農畜産物直売所あ 
ずま店（東町）で11月７日（土）から12月30 
日（水）まで販売します

問い合わせ　農政課（☎27－2757）

市民ホール ランチタイムコンサート
　市民の皆さんが気軽に音楽を楽しめる、ランチタイムコン
サートを開催します。
　※座席を80席用意します。立ち見もできます
期日　11月19日（木）
時間　午後０時15分～０時45分
会場　市役所東館１階市民ホール
内容　フルート・サックスの演奏
入場料　無料
問い合わせ　行政課（☎27－2702）

【出演者募集】
　クラシック音楽、ピアノ演奏、合唱などで憩いのひ
とときを提供してくれる出演者を募集します。
　※演奏にはグランドピアノを使用できます
期�日　平成28年１月13日（水）・２月24日（水）・３月

18日（金）
時間　午後０時15分～０時45分
会場　市役所東館１階市民ホール
申し込み　11月20日（金）までに直接行政課へ

まちなか市民講座

献血にご協力ください
全血献血（400ml）

期日　11月17日（火）
時間　午前９時30分～午後４時
　�※午前11時45分から午後１時までは除きます
会場　市役所東館１階市民ホール
問い合わせ　社会福祉課（☎27－2748）

献　血

スケート教室
期�日　12月７日から25日までの月・水・金曜日（全８回）
　※23日（祝）は除きます
時間　午後６時30分～８時
会場　伊勢崎スケートセンター（今井町）
対�象　市内に在住または在勤・在学の小学生以上の人
定員　50人（先着順）
参加料　4,500円
申�し込み・問い合わせ　11月16日（月）から直接スポーツ

振興課（☎27−2747）

楽しく介護予防を
しませんか

たくさんの作
さく

品
ひん

が
並
なら

びます
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　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●�境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域） 

＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）
●�境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域） 

＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

休日の漏水などの緊急連絡先

●
●
●

11月
11月
11月

21日（土）
22日（日）
23日（祝）

丸新設備工業　☎25－0554
三和設備工業　☎62－0102
福田設備工業　☎26－0665

●
●

11月
11月

28日（土）
29日（日）

丸橋設備　☎25－2412
中央水道　☎25－1592

期
日　
11
月
27
日（
金
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
名
和
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
12
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
２
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
11
月
10
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
名

和
公
民
館
へ

い
き
い
き
体
操

北
公
民
館（
☎
（25）
４
５
４
７
）

期
日　
11
月
14
日
・
28
日
・
12
月

５
日
の
土
曜
日（
全
３
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
北
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

内
容　
介
護
予
防
・
健
康
増
進
を

目
的
と
し
た
運
動

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
11
月
９
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
北
公
民
館
へ

男
性
料
理
教
室

茂
呂
公
民
館（
☎
（25）
２
６
７
１
）

期
日　
11
月
26
日（
木
）・
12
月
16 

日（
水
）・平
成
28
年
１
月
13
日（
水
） 

（
全
３
回
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス境児

童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎
（70）
２
４
１
５
）

期
日　
11
月
17
日（
火
）

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場　
境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象　
市
内
に
在
住
の
２
歳
以
下

の
首
が
据
わ
っ
た
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

定
員　
20
組（
抽
選
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
11
月
10
日（
火
）午
前

10
時
か
ら
11
時
ま
で
に
直
接
境
児

童
館
ど
ん
ぐ
り
へ

自
分
色
に
シ
ル
ク
の
ス
ト
ー
ル
を

染
め
ま
し
ょ
う

茂
呂
公
民
館（
☎
（25）
２
６
７
１
）

期
日　
11
月
18
日（
水
）・
25
日（
水
）

（
全
２
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　
茂
呂
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　
15
人（
先
着
順
）

内
容　
２
枚
の
ス
ト
ー
ル
を
そ
れ

ぞ
れ
好
き
な
色
に
染
め
ま
す

参
加
料　
３
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
11
月
９
日（
月
）か
ら

電
話
で
茂
呂
公
民
館
へ

期
日　
12
月
11
日（
金
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　
名
和
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
11
月
20
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
名

和
公
民
館
へ

冬
の
あ
た
た
か
ハ
ー
ブ
講
座

南
公
民
館（
☎
（26）
８
３
３
３
）

期
日　
11
月
17
日（
火
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場　
南
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　
16
人（
先
着
順
）

内
容　
シ
ョ
ウ
ガ
を
使
っ
た
体
が

温
ま
る
常
備
菜
作
り
と
、
バ
ス
ソ

ル
ト
作
り

参
加
料　
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
11
月
10
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南

公
民
館
へ

絵
手
紙
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

期
日　
11
月
17
日
・
24
日
・
12
月

１
日
の
火
曜
日（
全
３
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
15
人（
先
着
順
）

参
加
料　
３
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
11
月
９
日（
月
）か
ら

参
加
料
を
添
え
て
あ
ず
ま
公
民
館

へか
ん
た
ん
ヨ
ガ
教
室

名
和
公
民
館（
☎
（32）
０
０
３
４
）

期
日　
12
月
７
日
・
14
日
・
21
日

の
月
曜
日（
全
３
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
名
和
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

内
容　
家
庭
で
で
き
る
体
の
ほ
ぐ

し
方
を
学
び
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
11
月
19
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
名

和
公
民
館
へ

家
族
介
護
教
室

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
（27）
２
７
４
５
）

期
日　
11
月
18
日（
水
）か
ら
20
日

（
金
）ま
で（
全
３
回
）

時
間　
午
後
２
時
～
４
時

会
場　
伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
病
院

（
下
植
木
町
）

対
象　
市
内
に
在
住
で
、
家
族
の

介
護
を
し
て
い
る
人
ま
た
は
介
護

に
関
心
の
あ
る
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
11
月
9
日（
月
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

講
座

会
場　
茂
呂
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
男
性

定
員　
20
人（
先
着
順
）

内
容　
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
、
か

き
玉
汁
、
ナ
ム
ル
な
ど
を
作
り
ま

す参
加
料　
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
11
月
10
日（
火
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
茂
呂
公
民
館

へデ
ジ
カ
メ
で
年
賀
状
づ
く
り

赤
堀
公
民
館（
☎
（62）
１
１
５
３
）

期
日　

①
11
月
18
日（
水
）・
19
日（
木
）（
全

２
回
）

②
11
月
25
日（
水
）・
26
日（
木
）（
全

２
回
）

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
赤
堀
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

で
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
文
字
の

入
力
が
で
き
る
人

定
員　
各
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
11
月
９
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
赤

堀
公
民
館
へ

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

木き

目め

込こ
み

干え

支と

人
形  

申さ
る

を
作
ろ
う

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

期
日　

11
月
21
日（
土
）・
23
日

（
祝
）・
29
日（
日
）・
12
月
６
日

（
日
）・
13
日（
日
）

時
間　
午
後
１
時
～
６
時

会
場　
赤
石
楽
舎

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
小
学
５
年
生
以
上
の
人

定
員　
各
日
20
人（
先
着
順
）

内
容　
型
に
布
を
へ
ら
で
木
目
込

ん
で
申
の
干
支
人
形
を
作
り
ま
す

参
加
料　
４
０
５
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
11
月
９
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
生

涯
学
習
課
へ

申さ
る

年
の
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
教
室

境
剛
志
公
民
館（
☎
（74）
０
１
６
８
）

期
日　
12
月
３
日（
木
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分会
場　
境
剛
志
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
18
歳
以
上
の
人

定
員　
10
人（
先
着
順
）

内
容　
繭
ク
ラ
フ
ト
で
来
年
の
十 

二
支
・
申
の
置
物
を
作
り
ま
す

参
加
料　
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
11
月
12
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
境
剛
志
公
民
館

へ

期
日　
12
月
13
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象　
小
学
生
以
上
の
人

※
小
学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
は

保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い

定
員　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
５
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

申
し
込
み　
11
月
15
日（
日
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー（
☎

（23）
５
８
０
０
）へ

親
子
で
楽
し
む

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

赤
堀
公
民
館（
☎
（62）
１
１
５
３
）

期
日　
12
月
３
日
・
10
日
・
17
日

の
木
曜
日（
全
３
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
赤
堀
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
２
カ
月
以

上
８
カ
月
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の

母
親

定
員　
15
組（
先
着
順
）

内
容　
植
物
オ
イ
ル
を
使
っ
た
マ

ッ
サ
ー
ジ
、
手
遊
び
歌
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す

参
加
料　
７
５
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み　
11
月
20
日（
金
）午
前

10
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
赤
堀

公
民
館
へ

チ
ョ
コ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

教
室名

和
公
民
館（
☎
（32）
０
０
３
４
）

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室

名
和
公
民
館（
☎
（32）
０
０
３
４
）

消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
で
年
賀
状
作
り

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

愛犬のしつけ方教室
　愛犬のしつけで困っていることはありま
せんか。講義と実技で、犬のしつけ方のポ
イントを学びましょう。
期日　11月16日（月）・19日（木）（全２回）
時間　
●16日（月）＝午後２時～４時
●19日（木）＝午前９時〜11時
　または午後２時～４時
会場　豊受公民館
対象　市内に在住または在勤・在学の人
定員　30人（先着順）
参加料　無料
　�※実技に必要な道具を購入してもらう場

合があります
申�し込み・問い合わせ　11月９日（月）から

直接または電話で環境保全課（☎27−27 
33）

華蔵寺公園遊園地 ☎25−4478
http://www8.wind.ne.jp/kezouji/

それいけ！アンパンマン ショー
期日　11月22日（日）
時間　●１回目＝午前11時開始
　　　●２回目＝午後２時30分開始
会場　華蔵寺公園屋外ステージ
　※観覧無料
　※天候により変更になる場合があります

埼玉県民の日協賛
豆汽車「ボールドウィン号」
無料開放
期日　11月14日（土）
時間　午前９時〜午後５時

申の縁起物を
作りませんか
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売上金は機械工業の振興・社会福祉の増進などに広く役立てられています
☎24－5780　　 http://isesaki-auto.jp/

◆山陽オート場外発売　GⅡ若獅子杯争奪戦

◆川口オート場外発売

11/11・12・13・14・15
11/16・17・18

◆ジャパンビバレッジ杯
　GⅠ開場39周年記念シルクカップ争奪戦
11/19・20・21・22・23

詳しくは で伊勢崎オートキッズバイク
11/22

検索
キッズバイク教室

情報掲示板

伊
勢
崎
駅
周
辺
の
昔
の
写
真
募
集

都
市
開
発
課（
☎
（21）
７
４
９
０
）

　
平
成
28
年
２
月
下
旬
か
ら
３
月

下
旬
に
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
こ
れ
ま

で
の
伊
勢
崎
駅
周
辺
の
移
り
変
わ 

り
を
振
り
返
る｢

伊
勢
崎
駅
周
辺

の
い
ま
・
む
か
し
写
真
展｣

を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
写
真
展
に
展
示

す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
持

っ
て
い
る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
基
準　
伊
勢
崎
駅
周
辺
の
建

物
、
道
路
、
街
並
み
な
ど
、
現
在

の
様
子
と
比
較
で
き
る
写
真
で
、

明
治
か
ら
昭
和
40
年
ま
で
に
撮
影

さ
れ
た
も
の
。
応
募
用
紙
に
写
真

の
撮
影
時
期
・
撮
影
場
所
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。
サ
イ
ズ
は
Ａ
４

判
以
下
と
し
、
応
募
は
５
点
ま
で

と
し
ま
す
。
モ
ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
ー

は
問
い
ま
せ
ん

応
募
方
法　
11
月
９
日（
月
）か
ら

12
月
11
日（
金
）ま
で
に
、
写
真
お

よ
び
必
要
事
項
を
記
入
し
た
応
募

用
紙
を
都
市
開
発
課（
〒
３
７
２

ー
０
０
４
８　
大
手
町
16
ー
５
）

に
郵
送
す
る
か
、
直
接
伊
勢
崎
駅

前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
へ

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

注
意
事
項
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
を

行
い
ま
す

※
写
真
は
後
日
、
返
却
し
ま
す

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集市

民
課（
☎
（27）
２
７
２
６
）

期
日　
１
次
試
験
＝
平
成
28
年
１

月
23
日（
土
）、
２
次
試
験
＝
平
成

28
年
２
月
６
日（
土
）

対
象　
日
本
国
籍
で
、
平
成
28
年

４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上
17
歳

未
満
の
中
学
校
卒
業（
見
込
み
）の

男
子

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
平
成

28
年
１
月
８
日（
金
）ま
で
に
自
衛

隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
前
橋
募
集

案
内
所（
☎
０
２
７
ー
２
３
３
ー

８
９
６
０
）

い
せ
さ
き
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

装
飾
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

文
化
観
光
課（
☎
（27）
２
７
５
９
）

　
12
月
に
波
志
江
沼
環
境
ふ
れ
あ

い
公
園
で
行
う
い
せ
さ
き
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
装
飾
品
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
装
飾
品
な
ど
は
全

て
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
11
月

13
日（
金
）ま
で
に
伊
勢
崎
商
工
会

議
所（
☎

（24）
２
２
１
１
）

前
立
腺
が
ん
講
演
会

期
日　
11
月
28
日（
土
）

時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

演
題　
中
高
年
男
性
は
要
注
意
！

急
増
す
る
前
立
腺
が
ん
と
前
立
腺

肥
大
症
の
最
新
診
断
・
治
療
方
法

講
師　
伊
藤
一か

ず

人と

さ
ん（
群
馬
大

学
大
学
院
泌
尿
器
科
学
准
教
授
）

入
場
料　
無
料

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

糖
尿
病
予
防
教
室

食
事
と
運
動
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

期
日　
12
月
12
日（
土
）・
平
成
28

年
１
月
16
日（
土
）

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

会
場　
三
郷
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
各
日
20
人（
先
着
順
）

内
容　
食
生
活
に
つ
い
て
の
講
話

と
運
動

参
加
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
11
月

10
日（
火
）か
ら
電
話
で
赤
堀
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集

ポータブル型自動体外式除細動器（AED）を
無料で貸し出します

　市民が主な参加対象となるスポーツ大会や講演
会などの各種行事を行う際に、その主催者に対し
て、一つの行事につきAEDを１台貸し出します。
ただし、会場に医師などの医療従事者や、消防署
などによるAEDの使用に必要な講習を修了した人
がいる場合に限ります。
申�し込み　貸し出しを受けようとする日の２カ月
前から２週間前までに申請書に必要事項を記入
の上、直接健康づくり課へ

　�※申請書は健康づくり課にあります。市ホーム
ページからダウンロードもできます

　�※AEDの講習修了者
　が使用する場合は、
　修了証明書の写しを
　添付してください
問�い合わせ　健康づく
　り課（☎27−2746）

保
健

健
康
づ
く
り
課（
☎
（27）
２
７
４
６
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎
（23）
６
６
７
５
）

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
（20）
２
２
１
０
）

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
（62）
９
９
１
８
）

境
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
（74）
１
３
６
３
）

ポータブル型AED

広
告
の
ペ
ー
ジ
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●
問
い
合
わ
せ

　
文
化
財
保
護
課（
☎
（75）
６
６
７
２
）

い
せ
さ
き

発
行

■伊
勢

崎
市

  ☎
0270−

24−
5111

  FAX  0270−
23−

9800
〒

372−
8501 群

馬
県

伊
勢

崎
市

今
泉

町
二

丁
目

410番
地

  U
RL    http://w

w
w

.city.isesaki.lg.jp
編

集
■

広
報

課
　

印
刷

■
川

島
美

術
印

刷
株

式
会

社
　

毎
月

1日
・

16日
発

行

あ
な

た
と

市
政

を
つ

な
ぐ

情
報

紙
 ISESAKI PU

BLIC RELATIO
N

S
2015年

10月
１
日
現
在

●
人
口
	
211,608人

●
世
帯
数
	
84,857戸
いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは12ページへ

第
８
回

器
械
製
糸
技
術
を
導
入
し
た

徳
江
製
糸
工
場

で
、
織
物
の
生
産
で
も
有
名
で
し

た
が
、
製
糸
業
は
あ
ま
り
発
達
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
主
な
理
由

と
し
て
、
伊
勢
崎
織
物（
太ふ

と

織お
り

）の

原
料
と
な
る
玉た

ま

糸い
と

や
熨の

斗し

糸い
と

は
、

養
蚕
農
家
が
各
家
庭
で
座ざ

繰ぐ

り
に

よ
っ
て
製
糸
を
行
っ
て
き
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
徳
江
製
糸
工

場
は
、
伊
勢
崎
で
も
数
少
な
い
製

糸
工
場
の
一
つ
で
し
た
。

　
小
規
模
で
始
ま
っ
た
徳
江
製
糸

工
場
は
、
近
代
的
製
糸
工
場
を
目

指
し
ま
し
た
。
徳
江
八
郎
は
、
明

治
26
年
に
米
国
シ
カ
ゴ
で
開
か
れ

た
世
界
大
博
覧
会
で
、
世
界
各
国

の
蚕さ

ん

糸し

業
の
状
況
を
視
察
し
て
い

　
伊
勢
崎
市
図
書
館
の
北
、
赤
石

地
区（
現
在
の
曲
輪
町
付
近
）の
広

瀬
川
河
畔
に
、
か
つ
て「
徳
江
製

糸
工
場
」が
あ
り
ま
し
た
。
明
治

７
年（
１
８
７
４
年
）に
徳
江
八
郎
、

小
暮
録
郎
ら
が
イ
タ
リ
ア
人
技
師

を
招
い
て
創
立
し
た「
共
研
社
」を

前
身
と
し
、
明
治
14
年
、
徳
江
八

郎
が
創
業
し
た
の
が
、
徳
江
製
糸

工
場
で
す
。

　
伊
勢
崎
地
域
は
養
蚕（
特
に
利

根
川
沿
岸
で
の
蚕さ

ん

種し
ゅ

業
）が
盛
ん

▲明治43年当時の徳江製糸工場内
部の様子（『伊勢崎市史』より転載）

▲住宅街（曲輪町）の細い路地を入 
った先に、工場と寄宿舎を結ぶレ 
ンガ造りのトンネルが残っている

●活動状況は？
▶月３回程度
●活動場所は？
▶名和公民館
●メンバーは？
▶21人

　50歳代から80歳代まで幅広い年齢層のメンバーで、ハワイ
アン音楽に合わせて楽しく和やかにレッスンしています。手の
表現と軽いステップがよい運動になっています。『プアメリア』、

『シルエットフラ』、『パパリナ・ラヒラヒ』、それぞれの曲に合
わせた踊りで、ことしも名和地区納涼祭や文化協会の洋舞部門、
伊香保ハワイアンフェスティバルに出場しました。みんなきれ
いにドレスアップして、発表の舞台に立っています。

サークル名 	名和ナイスフラレディース

　今回の特集記事では、市民
総合体育大会について掲載し
ています。中学生のころ剣道
部だった私は、市民総合体育
大会の剣道を取材に行きまし
た。懐かしい空気を感じ取材
をしていると、驚きの場面に
直面しました。決勝戦の赤堀
地区VS豊受地区の社会人枠
の１試合。その試合でぶつか
ったのは、中学生時代に何度
も戦ったことがある他校の同
学年２人でした。中学生のこ
ろよりもさらに高いレベルの
戦いを繰り広げる２人を見て、
スポーツや武道の面白さをあ
らためて感じました。　（は）

第43回 名和公民館

ま
す
。
器
械
製
糸
の
技
術
を
取
り

入
れ
、
市
場
動
向
を
把
握
し
な
が

ら
米
国
へ
の
直じ

き

輸ゆ

出し
ゅ
つ

を
行
う
な
ど
、

少
し
ず
つ
規
模
を
拡
大
し
て
い
っ

た
徳
江
製
糸
工
場
は
、
伊
勢
崎
で

は
初
の
工
場
制
機
械
工
業
と
な
り

ま
し
た
。
当
時
、
工
場
で
働
い
て

い
た
女
工
た
ち
の
寄
宿
舎
は「
丸

窓
の
徳
江
製
糸
」と
呼
ば
れ
、
こ

の
窓
の
灯
が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
初
期
の
世
界
恐

慌
の
あ
お
り
を
受
け
、
徳
江
製
糸

工
場
は
昭
和
８
年
に
閉
鎖
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
レ
ン
ガ
造
り
の
ト

ン
ネ
ル
な
ど
が
、
ひ
っ
そ
り
と
残

る
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
広
瀬
川
に
架
か
る
三
ツ
家
橋
の

北
の
た
も
と
に
は
、
徳
江
製
糸
工

場
で
働
い
て
い
た
女
工
の
墓
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
潟
県
な
ど

遠
方
か
ら
数
多
く
の
人
が
出
稼
ぎ

に
来
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

伊
勢
崎
の
織
物
産
業
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
の
人
が
携
わ
り
成
り
立

っ
て
い
た
の
で
す
。
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